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(57)【要約】
【課題】彩度情報とともに明度情報を考慮して墨量を決
定する色処理装置及び色処理プログラムを提供する。
【解決手段】明彩度情報取得部２６が画像出力装置の色
再現域を取得し、当該色再現域に関する情報として、最
大彩度点における明度情報及び彩度情報を取得する。ま
た、高彩度点情報決定部２８は、上記明度情報及び彩度
情報に基づいて、墨量が所定の値となる高彩度点を明度
毎に決定する。墨量生成部３０は、上記高彩度点の彩度
に基づいて、画像再現信号の墨量を決定する。出力色空
間変換部２４は、この墨量を使用して、出力カラー画像
信号を、ＣＭＹＫ色空間等の画像出力装置の色空間に変
換し、画像再現信号を生成する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像出力装置の色再現域に関する情報として、最大彩度点における明度情報を取得する
明度情報取得手段と、
　前記明度情報に基づいて、高彩度点の墨量と彩度を高彩度点情報として明度ごとに決定
する高彩度点情報決定手段と、
　前記高彩度点情報に基づいて、出力画像信号の墨量を生成する墨量生成手段と、
を備えることを特徴とする色処理装置。
【請求項２】
　画像出力装置の色再現域に関する情報として、最大彩度点における明度情報及び彩度情
報を取得する明彩度情報取得手段と、
　前記明度情報及び彩度情報に基づいて、高彩度点の墨量と彩度を高彩度点情報として明
度ごとに決定する高彩度点情報決定手段と、
　前記高彩度点情報に基づいて、出力画像信号の墨量を生成する墨量生成手段と、
を備えることを特徴とする色処理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２記載の色処理装置において、前記墨量生成手段は、前記高彩度
点と、予め墨量が設定されたグレイ軸における所望明度の点との間を連続的に接続する１
次以上の関数に基づいて出力画像信号の墨量を生成することを特徴とする色処理装置。
【請求項４】
　請求項３記載の色処理装置において、前記グレイ軸における墨量は、画像出力装置の色
特性に応じて設定されることを特徴とする色処理装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか一項記載の色処理装置において、前記墨量生成手段は
、前記色再現域の最大彩度点より高明度側の外郭または外郭より外側における墨量を０と
することを特徴とする色処理装置。
【請求項６】
　請求項２から請求項５のいずれか一項記載の色処理装置において、前記高彩度点情報決
定手段は、前記色再現域の最大彩度点より低明度側における前記高彩度点の彩度を、基準
色相の最大彩度点の彩度と墨量を求める色相における最大彩度点の彩度とに基づいて決定
することを特徴とする色処理装置。
【請求項７】
　コンピュータを、
　画像出力装置の色再現域に関する情報として、最大彩度点における明度情報を取得する
明度情報取得手段、
　前記明度情報に基づいて、高彩度点の墨量と彩度を高彩度点情報として明度ごとに決定
する高彩度点情報決定手段、
　前記高彩度点情報に基づいて、出力画像信号の墨量を生成する墨量生成手段、
として機能させることを特徴とする色処理プログラム。
【請求項８】
　コンピュータを、
　画像出力装置の色再現域に関する情報として、最大彩度点における明度情報及び彩度情
報を取得する明彩度情報取得手段、
　前記明度情報及び彩度情報に基づいて、高彩度点の墨量と彩度を高彩度点情報として明
度ごとに決定する高彩度点情報決定手段、
　前記高彩度点情報に基づいて、出力画像信号の墨量を生成する墨量生成手段、
として機能させることを特徴とする色処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、色処理装置及び色処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像出力装置が墨を使用して色再現を行う装置である場合には、入力画像信号を出力画
像信号に変換する際に、出力画像信号を色再現するための墨量を決定する必要がある。墨
量の決定方法としては、例えば使用する色材の総量に対する墨量の割合が一定になるよう
に墨量を決定する方法等があった。また、下記特許文献１には、彩度成分に応じて墨量を
決定する技術が開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－８６３６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般に画像出力装置の色再現特性は、彩度方向だけでなく明度方向でも一定とはならな
い。従って、画像のコントラスト、色段差、粒状性等を向上させるためには出力画像信号
の明度情報も考慮して墨量を決定するのが好適である。本発明の目的は、彩度情報ととも
に明度情報を考慮して墨量を決定する色処理装置及び色処理プログラムを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の色処理装置の発明は、画像出力装置の色再
現域に関する情報として、最大彩度点における明度情報を取得する明度情報取得手段と、
前記明度情報に基づいて、高彩度点の墨量と彩度を高彩度点情報として明度ごとに決定す
る高彩度点情報決定手段と、前記高彩度点情報に基づいて、出力画像信号の墨量を生成す
る墨量生成手段と、を備えることを特徴とする。
【０００６】
　請求項２記載の色処理装置の発明は、画像出力装置の色再現域に関する情報として、最
大彩度点における明度情報及び彩度情報を取得する明彩度情報取得手段と、前記明度情報
及び彩度情報に基づいて、高彩度点の墨量と彩度を高彩度点情報として明度ごとに決定す
る高彩度点情報決定手段と、前記高彩度点情報に基づいて、出力画像信号の墨量を生成す
る墨量生成手段と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　請求項３記載の発明は、請求項１または請求項２記載の発明において、前記墨量生成手
段が、前記高彩度点と、予め墨量が設定されたグレイ軸における所望明度の点との間を連
続的に接続する１次以上の関数に基づいて出力画像信号の墨量を生成することを特徴とす
る。
【０００８】
　請求項４記載の発明は、請求項３記載の発明において、前記グレイ軸における墨量が、
画像出力装置の色特性に応じて設定されることを特徴とする。
【０００９】
　請求項５記載の発明は、請求項１から請求項４のいずれか一項記載の発明において、前
記墨量生成手段が、前記色再現域の最大彩度点より高明度側の外郭または外郭より外側に
おける墨量を０とすることを特徴とする。
【００１０】
　請求項６記載の発明は、請求項２から請求項５のいずれか一項記載の発明において、前
記高彩度点情報決定手段が、前記色再現域の最大彩度点より低明度側における前記高彩度
点の彩度を、基準色相の最大彩度点の彩度と墨量を求める色相における最大彩度点の彩度
とに基づいて決定することを特徴とする。
【００１１】
　請求項７記載の色処理プログラムの発明は、コンピュータを、画像出力装置の色再現域
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に関する情報として、最大彩度点における明度情報を取得する明度情報取得手段、前記明
度情報に基づいて、高彩度点の墨量と彩度を高彩度点情報として明度ごとに決定する高彩
度点情報決定手段、前記高彩度点情報に基づいて、出力画像信号の墨量を生成する墨量生
成手段、として機能させることを特徴とする。
【００１２】
　請求項８記載の色処理プログラムの発明は、コンピュータを、画像出力装置の色再現域
に関する情報として、最大彩度点における明度情報及び彩度情報を取得する明彩度情報取
得手段、前記明度情報及び彩度情報に基づいて、高彩度点の墨量と彩度を高彩度点情報と
して明度ごとに決定する高彩度点情報決定手段、前記高彩度点情報に基づいて、出力画像
信号の墨量を生成する墨量生成手段、として機能させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１及び請求項２の発明によれば、本構成を有しない場合に比べて、彩度情報とと
もに明度情報を考慮して墨量を決定することができる。
【００１４】
　請求項３の発明によれば、本構成を有しない場合に比べて、画像出力装置の特性に応じ
た墨量の決定を行うことができる。
【００１５】
　請求項４の発明によれば、本構成を有しない場合に比べて、画像出力装置の特性を表す
グレイ軸に基づいて墨量を決定することにより、コントラストを向上させ、色のつぶれを
防ぐことができる。
【００１６】
　請求項５の発明によれば、本構成を有しない場合に比べて、出力画像の高明度側のくす
みを低減することができる。
【００１７】
　請求項６の発明によれば、本構成を有しない場合に比べて、低明度側における画像のコ
ントラストを向上させ、色段差を低減できる。
【００１８】
　請求項７及び請求項８の発明によれば、本構成を有しない場合に比べて、彩度情報とと
もに明度情報を考慮して墨量を決定することができる色処理プログラムを提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明を実施するための最良の形態（以下、実施形態という）を、図面に従って
説明する。
【００２０】
　図１には、本発明にかかる色処理装置の構成例が示される。図１において、色処理装置
は、入力信号処理部１０及び色変換部１２を含んで構成されている。また、色処理装置の
出力信号は画像出力装置１４に出力される。画像出力装置１４は、墨を使用して色再現を
行う印刷装置等であり、上記色処理装置の出力信号に基づいて画像を形成する。
【００２１】
　入力信号処理部１０は、入力カラー画像信号を、例えば装置に依存しないＣＩＥ－Ｌ＊

ａ＊ｂ＊均等色空間等に変換する。また、必要に応じて画像出力装置１４の色再現域に合
わせて圧縮処理を行ってもよい。これらの処理により、ＣＩＥ－Ｌ＊ａ＊ｂ＊均等色空間
等で表された出力カラー画像信号が生成される。
【００２２】
　色変換部１２は、入力信号処理部１０から出力された、ＣＩＥ－Ｌ＊ａ＊ｂ＊均等色空
間等で表されている出力カラー画像信号を、画像出力装置１４の色空間（ＣＭＹＫ色空間
等）に変換し、出力カラー画像信号を再現するための画像再現信号を生成する。この場合
、色変換部１２は、画像出力装置１４の色再現域等に基づいて、上記画像再現信号におけ
る墨量を生成する。
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【００２３】
　図２には、上記色変換部１２のハードウエア構成の例が示される。図２において、色変
換部１２は、中央処理装置（例えばＣＰＵを用いることができる）１６、ランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）１８及び記憶部２０を含んで構成されている。また、これらの構成要
素は、バス２２により互いに接続されている。
【００２４】
　ＣＰＵ１６は、記憶部２０に格納されているプログラムに基づいて、後述する各部の動
作を制御する。また、ＲＡＭ１８は主としてＣＰＵ１６の作業領域として機能する。
【００２５】
　記憶部２０は、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）またはハードディスク装置により構成さ
れ、上記プログラムその他のＣＰＵ１６が使用するデータが格納されている。
【００２６】
　図３には、本発明にかかる色変換部１２の一実施形態の機能ブロック図が示される。図
３において、色変換部１２は、出力色空間変換部２４、明彩度情報取得部２６、高彩度点
情報決定部２８及び墨量生成部３０を含んで構成されており、これらの機能はＣＰＵ１６
とＣＰＵ１６の処理動作を制御するプログラムとにより実現される。
【００２７】
　出力色空間変換部２４は、入力信号処理部１０から出力され、ＣＩＥ－Ｌ＊ａ＊ｂ＊均
等色空間等で表された出力カラー画像信号を、ＣＭＹＫ色空間等の画像出力装置１４の色
空間に変換し、画像再現信号を生成する。
【００２８】
　明彩度情報取得部２６は、画像出力装置１４の色再現域に関する情報として、最大彩度
点における明度情報及び彩度情報並びに色再現域の外郭情報等を取得する。ここで、最大
彩度点とは、色再現域外郭の各色相で彩度が最大となる点、または画像出力装置１４の墨
量以外の信号値の１つが最大となる点をいう。
【００２９】
　高彩度点情報決定部２８は、上記明度情報及び彩度情報に基づいて、高彩度点の墨量を
高彩度点情報として明度ごとに決定する。ここで、高彩度点は、墨量が所定の値となる彩
度の点であり、例えば色再現域の外郭上に設定してもよいし、外郭よりも高彩度側に設定
してもよい。また、高彩度点情報には、墨量の上記所定値とそのときの彩度とが含まれる
。なお、高彩度点情報決定部２８が、上記明度情報に基づいて高彩度点の墨量を高彩度点
情報として明度ごとに決定する構成としてもよい。高彩度点情報決定部２８の動作につい
ては後述する。
【００３０】
　墨量生成部３０は、上記高彩度点情報に基づいて、上記画像再現信号の墨量を色相毎に
生成する。この場合、墨量生成部３０は、例えば下記式１により墨量を決定する。
【数１】

ここで、Ｋは画像再現信号の墨量であり、Ｋｇはグレイ軸上の墨量であり、Ｃｋ０は墨量
が所定値となる高彩度点の彩度であり、Ｃｉｎは出力カラー画像信号の彩度であり、αは
係数である。なお、グレイ軸とは、ＣＩＥ－Ｌ＊ａ＊ｂ＊均等色空間等におけるＬ＊軸ま
たは装置のグレイ軸をいう。また、上記墨量Ｋは、ＣＭＹＫ色空間のＫの値に限らず、例
えばＵＣＲ，ＧＣＲ（黒またはグレイの部分からＣＭＹの３色を取り除いた値）などの値
であってもよい。
【００３１】
　上記式１における係数αは、印刷目的に応じて適宜変更する。例えば、写真画像の係数
αは、グラフィックス画像の係数αよりも低く設定するのが好適である。
【００３２】
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　なお、墨量生成部３０に入力される出力カラー画像信号には、画像出力装置１４の色再
現域外のデータが含まれる場合もある。この場合には、上記式に基づいて墨量を決定し、
画像出力装置１４の色再現域への圧縮・伸張処理を行って、画像出力装置１４へ入力する
画像再現信号を生成する。
【００３３】
　図４（ａ），（ｂ）には、墨量生成部３０が行う墨量生成処理の説明図が示される。図
４（ａ）は、ＣＩＥ－Ｌ＊ａ＊ｂ＊均等色空間等で表された画像出力装置１４の色再現域
の、ある色相における断面図であり、図４（ｂ）は、当該色相における彩度と墨量との関
係を表す図である。
【００３４】
　図４（ａ）において、横軸が彩度を表し、縦軸が明度を表している。また、画像出力装
置１４の色再現域の外郭が実線で示されている。この外郭のうち、最も彩度の高い点であ
る最大彩度点がＣｍａｘで示されている。また、図４（ｂ）では、横軸が彩度を表し、縦
軸が墨量を表している。図４（ｂ）において、実線で示された曲線は、各明度毎の彩度と
墨量との関係を表している。これらの曲線は、図４（ａ）に示された横軸（彩度軸）に平
行な破線の明度Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４に対応している。すなわち、図４（ｂ）の曲線は
、一定明度Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４における彩度－墨量の関係を表している。なお、本実
施形態では、色再現域の最大彩度点及びそれより高明度側の外郭上の点における墨量が０
に設定されている。従って、これらの点に対応する墨量は、図４（ｂ）のａ点，ｂ点で示
されるように、０となっている。また、同じ彩度の点であっても、最大彩度点より高明度
側の外郭上の点ｂでは墨量が０となり、低明度側の外郭上の点ｃでは墨量が０とはなって
いない。同様に、最大彩度点より低明度側の外郭上の点ｄでも墨量が０とはなっていない
。これらのｃ点及びｄ点における墨量の決定方法は後述する。ただし、本発明では、色再
現域の最大彩度点及びそれより高明度側の外郭上の点における墨量は、０に限定されない
。画像出力装置１４の特性、色再現を行う画像データの種類等に応じて適切な値に設定す
ることができる。
【００３５】
　図５には、グレイ軸（図４（ａ）の縦軸）上の墨量Ｋｇの設定例が示される。図５にお
いて、横軸がグレイ軸上の明度を表し、縦軸がグレイ軸上の墨量Ｋｇを表している。なお
、横軸は縦軸側で高明度となるように設定されている。図５に示されたグレイ軸上の明度
と墨量との関係は、画像出力装置１４の色特性に応じて予め決定しておく。この場合、固
定点を予め設定し、この固定点より高明度側では画像出力装置１４によらずに一定の明度
－墨量の関係を設定する。一方、上記固定点より低明度側では、画像出力装置１４の色特
性に応じて明度－墨量の関係を設定する。これらの明度－墨量の関係は、画像出力装置１
４の色特性に基づいていれば、線形または非線形のいずれの関数としてもよい。
【００３６】
　図５の例では、上記固定点より低明度側に、画像出力装置１４の色特性に応じて３つの
明度－墨量の関係が示されている。また、これらの関係における色再現域の最低明度がＬ
ａ，Ｌｂ，Ｌｃで示されており、Ｌａ＞Ｌｂ＞Ｌｃとなっている。ここで、Ａで示される
明度－墨量の関係を有する装置では、色再現域の最低明度が他の装置より高いが、このよ
うな装置では、一般に使用できる色材の総量が少ない。従って、固定点から最低明度点ま
でを結ぶ関数の非線形性を高くし、最低明度点の墨量（最大墨量）を大きくしている。こ
れに対して、Ｃで示される明度－墨量の関係を有する装置では、色再現域の最低明度が他
の装置より低いが、このような装置では、一般に使用できる色材の総量が多い。従って、
固定点から最低明度点までを結ぶ関数の非線形性を低くし、最低明度点の墨量（最大墨量
）を小さくしている。
【００３７】
　図４（ｂ）において、彩度－墨量の関係を表す曲線が縦軸と交わる点の墨量は、その曲
線の明度でのグレイ軸上の墨量Ｋｇである。この墨量Ｋｇは、上記図５のように設定され
たグレイ軸上の明度－墨量の関係から決定される。
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【００３８】
　また、上記式１における高彩度点の彩度Ｃｋ０は、最大彩度点Ｃｍａｘ及びそれより高
明度側では外郭上の点の彩度になる。なお、高彩度点を色域外の点としてもよい。その場
合式１では、色域外の点の墨量は０以下となる。また、最大彩度点Ｃｍａｘより低明度側
では、図４（ｂ）に示された彩度－墨量の関係を表す曲線の端点（例えばｃ点及びｄ点）
から曲線を延長してゆき、横軸と交わった点の彩度となる。このような最大彩度点Ｃｍａ
ｘより低明度側における高彩度点の彩度Ｃｋ０は、高彩度点情報決定部２８が例えば下記
式２により決定する。
【数２】

ここで、Ｃｋ０＿ｌは基準色相での高彩度点の彩度であり、Ｃｍａｘは墨量を求める色相
における最大彩度点の彩度であり、Ｃ０は基準色相において設定した基準点の彩度であり
、αは係数である。
【００３９】
　基準色相は、任意に設定することができ、当該基準色相における高彩度点の彩度及び基
準点は、予め決定しておく。上記墨量を求める色相における高彩度点の彩度Ｃｋ０は、基
準色相に基づいて、上記式２により相対的に決定される。
【００４０】
　図６（ａ），（ｂ）には、基準色相と他の色相との関係の説明図が示される。図６（ａ
）が基準色相の色再現域であり、図６（ｂ）が、基準色相を使用して上記式２により高彩
度点の彩度Ｃｋ０を算出する色相の色再現域である。また、図４（ｂ）と同様の、彩度－
墨量の関係を表す曲線もそれぞれ示されている。本実施形態では、図６（ｂ）に示された
色相の色再現域について、明度Ｌにおける高彩度点の彩度Ｃｋ０を決定する場合の例を説
明する。
【００４１】
　図６（ａ）において、基準点は明度Ｌ０、彩度Ｃ０の点（色再現域内の点）に設定され
ている。この場合の彩度Ｃ０が、式２におけるＣ０となる。また、基準色相においては、
最大彩度点Ｃｍａｘ１より低明度側における高彩度点の彩度を、画像出力装置１４の色特
性に応じて予め決定しておく。ここで、本実施形態では、式２におけるＣｋ０＿ｌは、基
準色相の明度Ｌにおける高彩度点の彩度であり、彩度－墨量の関係を表す曲線の端点から
曲線を延長してゆき、横軸と交わった点の彩度Ｃ'Ｌ１を予め決定しておき、この彩度Ｃ'

Ｌ１をＣｋ０＿ｌとして使用する。なお、上述したように、高彩度点の墨量は０とは限ら
ず、上記横軸（彩度軸）が縦軸（墨量軸）と交わる点の墨量は、この高彩度点の墨量を表
している。また、式２におけるＣｍａｘは、図６（ｂ）に示された色再現域の最大彩度で
あるので、Ｃｍａｘ２を使用する。
【００４２】
　なお、上記基準点は基準色相の最大彩度点としてもよい。この場合には、式２のＣ０を
Ｃｍａｘ１とする。
【００４３】
　以上のようにして、式２に基づいて明度Ｌにおける高彩度点の彩度Ｃｋ０が決定される
。また、他の明度についても同様にして高彩度点の彩度Ｃｋ０が決定される。これにより
、所望の色相の色再現域について、明度毎に高彩度点の彩度Ｃｋ０を決定することができ
る。墨量生成部３０は、このＣｋ０を使用して色再現域内の墨量（例えば、図４（ｂ）の
ｃ点及びｄ点を含む）を色相毎に生成することができる。
【００４４】
　図７には、高彩度点の墨量の説明図が示される。図７では、横軸が明度を表し、縦軸が
高彩度点の彩度Ｃｋ０を表している。なお、横軸は縦軸側で高明度となるように設定され
ている。また、図７に示された曲線は、墨量が所定の値となる高彩度点の彩度Ｃｋ０と明
度との関係を表している。この曲線上には、画像出力装置１４の色特性に応じて固定点ａ
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０が設定されている。この固定点ａ０は、例えば上記基準色相における最大彩度点Ｃｍａ
ｘ１の彩度と明度により決定することができる。あるいは、全色相における最大彩度点の
平均値を使用してもよい。この固定点ａ０から高明度側では、色再現域の外郭上の明度－
彩度の関係となるので、色相毎に固定の関数とすることができる。なお、この固定の関数
は、固定点ａ０より低明度側の曲線との接合が滑らかになるように定めてもよい。また、
固定点ａ０より低明度側の曲線は、上述した高彩度点情報決定部２８が式２により各明度
毎に高彩度点の彩度Ｃｋ０を求めて形成する。図７において、低明度側に３つの曲線（端
点がｂ０　，ｂ１　，ｂ２で表されている）が描かれているのは、３つの色相においてＣ

ｋ０を求めたためである。このように、図７に示された明度と高彩度点の彩度との関係は
、各色相の色再現域における最大彩度点の彩度と明度並びに基準色相の最大彩度点の彩度
と明度及び高彩度点の彩度等に基づいて決定することができる。
【００４５】
　なお、図７の曲線は、低明度側においても上記式２を使用せず、基準色相における曲線
と、最大彩度点における明度情報とに基づいて各色相の曲線を決定してもよい。例えば、
基準色相において端点がｂ０の曲線とし、他の色相では最大彩度点の明度により曲線を調
整する。この調整は、例えば最大彩度点の明度により端点ｂ０の彩度（Ｃｋ０）を決定す
る演算式を画像出力装置１４の色特性に応じて予め決定しておく等の方法により行うこと
ができる。すなわち、例えば基準色相の高彩度点情報と最大彩度点の明度情報及び墨量を
生成する色相の最大彩度点の明度情報から、最大彩度点の明度情報に比例させる等の演算
により、墨量を生成する色相の高彩度点（基準色相の高彩度点と同じ明度、同じ墨量の点
）における彩度Ｃｋ０を生成する。これにより、上述したように、高彩度点情報決定部２
８が、最大彩度点の明度情報に基づいて高彩度点の墨量と彩度を高彩度点情報として明度
ごとに決定することができる。また、この場合、墨量生成部３０が、この高彩度点情報を
使用して、上記式１に基づいて画像再現信号の墨量を生成する。なお、この場合には、明
彩度情報取得部２６は、上記最大彩度点における明度情報のみを取得する明度情報取得部
として機能すればよい。
【００４６】
　また、上記のように端点がｂ０の曲線を固定したときには、色再現域の最大彩度点の明
度をａ０に固定としてもよい。
【００４７】
　墨量生成部３０は、このようにして決定したＣｋ０を使用して、図６（ｂ）に示された
端点ｅとグレイ軸との間の墨量を明度Ｌ毎に生成する。ただし、上述したように、Ｃｋ０

は、最大彩度点Ｃｍａｘ及びそれより高明度側では色再現域の外郭上の点の彩度になる。
なお、上記端点ｅは、図６（ｂ）に示された色再現域の外郭の明度Ｌにおける彩度ＣＬ２

を上記式１のＣｉｎとした場合の墨量を表す点である。また、端点ｅとグレイ軸との間の
墨量は、式１における彩度ＣｉｎをＣＬ２から０まで変化させることにより算出する。こ
れにより、各明度毎に、端点ｅとグレイ軸との間の画像再現信号の墨量を決定することが
できる。
【００４８】
　以上述べたように、上記式１は、上記式２を使用して高彩度点情報決定部２８が決定し
た高彩度点と、予め墨量が設定されたグレイ軸において、墨量を決定すべき所望の明度の
点との間を連続的に接続する１次以上の関数となっている。
【００４９】
　図８には、本実施形態にかかる色処理装置の動作例のフローが示される。図８において
、入力信号処理部１０が入力カラー画像信号を取得し、所定の処理を行って出力カラー画
像信号を生成する（Ｓ１）。
【００５０】
　また、色変換部１２の明彩度情報取得部２６は、画像出力装置１４の色再現域を取得し
（Ｓ２）、当該色再現域に関する情報として、最大彩度点における明度情報及び彩度情報
を取得する（Ｓ３）。
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【００５１】
　次に、高彩度点情報決定部２８は、上記明度情報及び彩度情報に基づいて、上記式２に
より墨量が所定の値となる高彩度点を明度毎に決定する（Ｓ４）。なお、上述したように
、高彩度点情報決定部２８が、最大彩度点の明度情報に基づいて高彩度点の墨量と彩度を
高彩度点情報として明度ごとに決定している場合には、明度情報のみで高彩度点を決定す
ることができる。
【００５２】
　また、墨量生成部３０は、上記高彩度点の彩度に基づいて、式１により画像再現信号の
墨量を決定する（Ｓ５）。出力色空間変換部２４は、この墨量を使用して、出力カラー画
像信号を、ＣＭＹＫ色空間等の画像出力装置１４の色空間に変換し、画像再現信号を生成
する（Ｓ６）。
【００５３】
　なお、上述した、図８の各ステップを実行するためのプログラムは、記録媒体に格納す
ることも可能であり、また、そのプログラムを通信手段によって提供することもできる。
その場合、例えば、上記説明したプログラムについて、「プログラムを記録したコンピュ
ータ読み取り可能な記録媒体」の発明として捉えることもできる。また、図８に示された
プログラムは、入力カラー画像信号を画像再現信号に変換するための色変換係数を生成す
るプログラムとして捉えることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明にかかる色処理装置の構成例を示す図である。
【図２】本発明にかかる色処理装置の色変換部のハードウエア構成の例を示す図である。
【図３】本発明にかかる色処理装置の色変換部の一実施形態の機能ブロック図である。
【図４】本発明にかかる色処理装置の墨量生成部が行う墨量生成処理の説明図である。
【図５】グレイ軸上の墨量Ｋｇの設定例を示す図である。
【図６】基準色相と他の色相との関係の説明図である。
【図７】高彩度点の墨量の説明図である。
【図８】本実施形態にかかる色処理装置の動作例のフローである。
【符号の説明】
【００５５】
　１０　入力信号処理部、１２　色変換部、１４　画像出力装置、１６　ＣＰＵ、１８　
ＲＡＭ、２０　記憶部、２２　バス、２４　出力色空間変換部、２６　明彩度情報取得部
、２８　高彩度点情報決定部、３０　墨量生成部。
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【図７】

【図８】
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